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市川市剣道連盟 強化錬成会（小学生）について 

  

拝啓 秋分の候、ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。 

さて、市川市剣道連盟強化事業の一環として、千葉県各地区連盟及び千葉県内外のチームにお声掛けし、

下記の通り強化錬成会を企画致しましたので、ご参加いただけますようお願い申し上げます。 

敬具 

 

記 

 

１．日  時    令和７年１１月１日（土） ９：３０開始予定 

 

２．場  所    塩浜市民体育館（千葉県市川市塩浜４丁目９－１） 

 

３．参加団体    ・市川市剣道連盟 所属チーム 

・千葉県各地区連盟選抜チーム 

          ・千葉県内招待チーム 

         ・千葉県外招待チーム 

                   

４．錬成内容   小学生５人制団体戦 フリーオーダー制 

          

５．剣連チーム  ６年：権瓶(鬼高)  福住(鬼高)  大塚(鬼高)  安藤(柏井)  堀畑(大野) 

５年：斎藤(鬼高)  麻生(鬼高)  松尾(鬼高)  信岡(鬼高)  田中(本妙寺)  

村上(柏井)  上奥(南行徳) 

         ４年：仮屋薗(鬼高)  平野(鬼高)  片倉(東部)  藤原(国分)  禿(葵) 

         以上１７名は、所属支部ではなく市川市剣道連盟(強化)チームでの参加(派遣)を 

お願い致します。 

 

６．連絡事項   昨年までの強化錬成会から変更がございます。 

（重要）    次頁添付の「市川市剣道連盟強化錬成会 市川市内団体参加基準の見直しについて」 

の記載の内容について、令和７年４月２９日の理事会・評議員会にて各支部様にも 

承認をいただいております。 

学年は４年生以上とし、５人以上でチームが組める場合は今まで通り単独チームで 

の参加とします。 

５人揃わない場合は市川市剣道連盟の混成チームとして組成しますので、１名から 

でも参加可能です。 

                      

７．申込期限   令和７年１０月５日（日）までに以下申し込みフォームにて申し込みをお願い致し

ます。お手数ではございますが、不参加の場合も入力をお願い致します。 

                  参加の回答をいただきました団体様には後日詳細の案内をさせていただきます。 

                  https://forms.gle/UhdzThfYvo44JsGJ8 

           

錬成会実行委員長 

市川市剣道連盟 強化委員会 中村裕太 

携帯電話 090-5824-7089 

e-mail   yuta.d15@gmail.com 

https://forms.gle/UhdzThfYvo44JsGJ8


令和７年４月２９日 

支部長 様 

 

市川市剣道連盟強化錬成会 市川市内団体参加基準の見直しについて 

 

１．強化錬成会発足背景 

（１）平成２５年度より強化委員会事業として市川市剣道連盟の指定強化選手（一部）及び千葉県内

の各地区連盟代表選手を招待し、千葉県地区連盟対抗剣道優勝大会に向けての各地区強化及び

地区連盟間の交流を目的とした「地区連盟錬成会」として開始。 

（２）コロナ禍で地区連盟対抗剣道優勝大会が中止になる中、錬成会も中止していたが、令和４年度

より、剣連事業として地区連盟対抗代表選手及び市川市内団体の強化を目的とした「強化錬成

会」に変更して再開。 

 

２．強化錬成会の現状 

（１）令和４年度より３年間実施した強化錬成会を振り返ると、市川市内団体の強化を目的とした錬

成会であるにも関わらず、①５人揃わないため錬成会不参加、②５人揃えるために低学年を入

れて参加、の団体もある。なお、１１月の土曜日は授業参観の地区もあり、毎年一部地区が重

複している影響もあると思われる。 

（２）５名揃わず団体として不参加の場合、数名参加できる子（高学年）がいる場合は機会ロスとな

ってしまっている。 

（３）市川市外招待団体は、千葉県各地区連盟代表選手及び近県の強豪団体ということもあり、低学

年を入れての錬成は、練度及び体格差（転倒含む）もあり双方にメリットがないケースもある。 

 

３．参加基準についての提案 

（１）強化委員会が強化指定選手から選抜する市川市剣道連盟チームへの派遣を最優先とする（昨年

度までと同様）。 

（２）原則４年以上で５人揃う団体は今まで通り単独団体での参加とする。 

（３）４年生以上で５人に満たない場合は、参加できる選手・指導者（監督･審判）を登録いただき、

強化委員会で取りまとめ混成チームを組成する。 

（４）混成チームを組成することにより、①団体として不参加としていたところも選手単位での参加

が可能になる、②市外招待団体との練度差の減少により拮抗した錬成ができる、③市内団体間

の選手及び指導者の交流を図ることができる、等のメリットがあげられる。 

（５）上記（２）（３）についての確認は、錬成会要項とあわせて令和７年９月上旬に案内する。 

 

強化委員長 

中村 裕太 


